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はじめに

烏インフルエンザとはインフルエンザウイルスが感染

することにより引き起こされる家禽類を含む鳥類の疾病

の総称です。リ,jj勢から本病は2ﾉWに大別されます。一方

は，高病原|III烏インフルエンザ（旧名家禽ペスト）と呼

ばれる鶏を含む家禽類に激烈な臨床症状を伴い，非常に

高い死亡率をもたらす甚急性の疾病です。本病は家畜伝

染病予防法で法定伝染病に指定されています。もう一方

は，臨床症状は高病原'|小鳥インフルエンザに比il!交すると

はるかに軽微ですが，軽い呼吸器症状，産卵率の低下な

ど多彩な病像を示す疾病です。不顕性感染に終始する場

合もあります。

割合最近まで，インフルエンザはヒト，あるいはブタ，

ウマのような一部の哺乳類だけが感染する疾炳と考えら

れてきたのですが，現在では．様々な哺乳類，アザラシ

などの海獣，クジラ，あるいはフェレット，ミンクなど

の北方系の肉食動物などおよび各種鳥類がインフルエン

ザウイルスに感染し発病することが分っています。高病

原性烏インフルエンザの病原体はA型インフルエンザ

ウイルスであることが1955年に判明して以来，鶏以外

の外見上健康な各種鳥類がさまざな種類のインフルエン

ザウイルスを，保有していることが，世界各IKIで行われ

た数多くの,ﾘ!'l資研究から分かってきました。，'十》畑が保有

している大部分のインフルエンザウイルスは，鳥類に対

する激烈な病原性を持たないことも知られています。

現在では，すべてのA型インフルエンザウイルスの

本来の宿主はヒトなどのl1巾孔噸ではなく，烏ﾘ乳特にカ

モなどの水禽剛であると考えられています。ヒトの間で

毎冬流行しているA型インフルエンザ，例えばホンコ

ン型インフルエンザ，ロシア（ソ連）型インフルエンザ

などは，鳥類（野生のカモの可能性が高い）に長い間保

有されていた,I､'､$インフルエンザウイルスが，何かの機序

で，ヒトに感染を起こしたのか，あるいはヒトの間で流

行していたインフルエンザウイルスとの間でいわゆる

｢あいの子」ウイルスを作り，それらのウイルスが1M界中

2004年2)12日受付,2004年2月2日受皿

のヒトの間で旅ｲrしているのであろうと考えられていま

す。今でも野生のカモ瓶は過去にヒトに大流行した，あ

るいは現在ヒトに流行を起こしているインフルエンザウ

イルスの先祖のウイルスをその体内，特に腸管内に保ｲj

し続けていると考えられています。

l.烏インフルエンザウイルスについて

インフルエンザウイルスはウイルス粒子の内部の核蛋

白の性質からA,B,Cの3血清型に分類されています。

ヒトのホンコン型，ロシア型インフルエンザウイルスと

ほとんと､の動物インフルエンザウイルスはA型に屈し

ます。ウイルス粒子の表面には2種類のスパイクが見ら

れます。鶏などの赤血球を凝集する(I-IA)スパイクとノ

イラミン酸を分解する酵素活性(NA)を持つスパイク

です。これらのスパイク，特にHAスパイクはインフル

エンザウイルスがヒトや動物に感染する1l寺に非常に重要

な役割を果たします。A型インフルエンザウイルスの

HAスパイクの抗原性はlから15までの15に,NAの

抗原性はlから9までの9に分類されていますが，この

HAとNAの様々な糸llみ合わせより，数多いタイプのイ

ンフルエンザウイルスが存在しています。因みに，ヒト

に感染するインフルエンザウイルスでは，ホンコン型ウ

イルスはH3N2,ロシア型ウイルスはHINlの2通りの

みです。,鳥類は非常に多い組み合わせのウイルスを保有

していますが，これまで知られている,i,jiﾘi5原烏インフル

エンザウイルスのHAは5と7に限られています。

高病原性烏インフルエンザウイルスはニューカッスル

"(ND)ウイルス|iil様激烈な疾病を鳥類に引き起こし

ますが，烏の種軸により必ずしも|!ilじ感受性を持つので

はありません。七Ⅱ'li鳥の感受性が殿も尚く，鶏がその次

ぎに高い感受性を持つと考えられています。水禽類の抵

抗'眺が最も高いと考えられています。病原性の強いウイ

ルスに感染しても伽著な臨床症状を発現しないカモの例

も*|i告されています。

カモ頬等水禽類は（水掻きを持たない）’'1烏あるいは

哺乳噸と異なり，呼吸器よりも腸管卜部でインフルエン

ザウイルスを旺盛に増殖させることが分かっています。

したがって，カモ類等水禽類から排泄された糞にはイン
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フルエンザウイルスが含まれている可能性があり，危険

な場合があるという認i紬を持つことが重要です。

2．烏インフルエンザ臨床症状など

高病原性烏インフルエンザの場合，飼育している鶏群

の数-'一パーセントの蝿が短期間に死亡します。この場

合,NDワクチン接繩歴の有無と充/-|率には伽|係が認め

られません。臨床症状および剖検所見はアジア型の強毒

NDに類似すると言われています。顔面の腫脹，肉冠と

肉垂の浮腫とチアノーゼ（黒っぽくなる)，脚部の皮下出

血（黒っぽくなる）など発現する場合もありますが，肉

眼病変の認められないこともあります。呼吸器症状，下

痢が見られたり,NDのような神経症状が発現すること

もあります。日齢その他飼育環境などに臨床症状，病勢

および病の経過は影響を受けます。11｣口県での事例もお

おむねこのようなものです。

弱毒烏インフルエンザの場合，臨床症状は，野外で認

められる場合と実験室|ﾉ1において実‘'険的にSPFヒナに

感染させる場合とでは，ずいぶん異なるようです。また，

野外発生例でも，鶏群の飼育形態および環境鶏極，性，

日齢が違えば病性もかなり違うようです。したがって，

弱毒烏インフルエンザウイルスに感染し発症した場合の

確実な診断根拠となる特徴的な臨床症状を見出すのは容

易ではありません。アメリカでの野外発生例では，軽い

呼吸器旅状，産卵率の低下が認められたようです。

烏インフルエンザの野外発生で翻意すべき重要なもう

一つの現象は，弱毒の烏インフルエンザウイルスが鶏群

に侵入し，その侵入ウイルスが111の鶏群に広がった場

合，そのウイルスを完全に除去することが非常に困難に

なることです。しかしながら，たとえ，弱毒であっても

H5あるいはH7ウイルスが見つかった場合，徹底的な

ウイルスの除去を行わないと，そのウイルスが高病原性

を獲得することを考えねばなりません。

3．諸外国での烏インフルエンザ発生の概要

1996年3Mに韓国のブロイラー柿鵡に，本米Iij毒であ

るはずのⅡ9N2ウイルス感染による高病原性烏インフ

ルエンザ様疾病が発生しましたが，本疾病についてまっ

たく認識のなかった|玉|内養鶏産業界の一部に動係を与え

ました。|,1年9月には岩手県，引き続き鹿児島u1lで高病

原性烏インフルエンザかもしれない疾病の発生がありま

した。

1997年の春頃からホンコンのライブ．パート『・マー

ケットに，中国本土から持ち込まれた（と考えられてい

る）鶏などの家禽類の問に,H5Nlウイルスによる高病

原性烏インフルエンザが発生し，このウイルスが人にも

感染して，特に6名のこのウイルス感染によるﾀ背が出

ました。ホンコンでの烏インフルエンザ発生騒ぎは，公
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衆衛生のみならず国内養鶏産業界にも断撃を与えまし

た。なぜならば，烏インフルエンザウイルスは烏だけに

疾病を引き起こすウイルスではなく，人獣共通感染病と

して，人に対しても病原|ﾉ|畠を持つ，軽視できない‘重要

|史の高い，危'晩な疾病の瓶原体として，公衆衛生学的意

災も初めて認搬されたからです。

一方，北米，南米，アジア諸地域，ヨーロッパでも広

く高病原性鳥インフルエンザが多発する傾向がこの近年

尚まっています。特に,1999年蟇からのイタリア,2003

ｲ|主オランダでの大発生は，その発生規模経済的損失の

余りに大きいことは世界を驚かせました。これらの国々

の被った被害の大きさは創造できないくらい大きかった

のです。このことは山1IIILなど国内での発生|fl1にも当て

はまり，大きな風評被害を受けています。逆にその予想

される被害の規模から，養鶏産業を守るために，関係各

分野において伽えておかねばならないそれぞれの事項を

Iﾘ雌にしておく必要があります。

4．中国の近況

1997年のホンコンにおける高病原性烏インフルエン

ザは，同年暮にホンコン政庁の命令により，ライブ・

バード・マーケットを始めとするすべての家禽類が殺処

分，屠体については廃棄処分され一応の終息を見まし

た。しかし，その後も，ホンコンにおける高病原性烏イ

ンフルエンザは発堆し続けています。2000年,2001年に

はライブ・バード・マーケットの他ホンコンの養鶏場に

も,冑j病原性烏インフルエンザが発生して，再び百万羽以

上の多くの家禽類が処分されています。

2002年l2)-l巾旬，ホンコンのブロイラー養鶏場で，

I-I5Nlウイルスによる高病原性烏インフルエンザが発生

しています。原|大|ウイルスの性状は,1997年に分離され

たウイルスとは巽なり，新たに野鳥により持ち込まれた

I-I5Nlウイルスが原因と考えられています。その一か月

前には，水鳥の間にこのウイルスが流行して，アヒル，

ガチョウ，ハクチョウの他小型シラサギ，オオフラミン

ゴなど150羽余りが発病していたことが分っています。

このブロイラー農場の事例に続き，次の発生も認められ

ています。強い危機感が持たれ，徹底的な消毒清掃の他，

本ｿ,埼発生農場の近|燐の養鶏場ではワクチン接種がなさま

した。これらの汚染養鶏場からライブ・バード・マー

ケットにl21120H頃出荷されたブロイラーには異常が

,忍められていません。

年が明けた2003年,III1E月にホンコンより福建省に

里帰りした家族が,H5Nlインフルエンザウイルスに

(多分）隔建省で（家族|ﾉ1－）感染しました。父親はホン

コンに戻ってから入院後亡くなっています。娘は隔建古

に里帰り巾ﾀﾋ亡しました。，にI子は回復しています。この
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直後，中匝|ではSARSが大発ﾉ|《したために．中匡|全土が

SARS一色に染まり，福建肯におけるウイルス汚染状

ﾙL,患者の発生状況などその後の情報は今に至るまで全

くもたらされていません。

一方,2003年5月，日本国内に輸入した中匡|産のアヒ

ル肉から,計ｷKに高病1%(性のH5NIウイルスが検lllされ，

輸入停止の措置が8ノ1下旬までとられました。さらに

NDウイルスも分離されていますo2004年1月,'|1回本

土より台湾に密輸された鶏から弱毒のH5N2ウイルス

が分離されています。中国では，各種鳥瓶の間でH5Nl

ウイルスが仏橘する|H1にいろいろなリアソルタント（あ

いのこウイルス）ができているようです。

以上より，中国に生息している各種野鳥，家禽頬に，

｜;||当広い地｣或において，かなり,',‘｝j濃度にII¥j病原性H5Nl

亜型の烏インフルエンザが蔓延していることを強く示唆

しています。

5韓国におけるH5N1ウイルスによる高病原性烏

インフルエンザの発生と大きな流行

2()03年の拝になり，突然鮠|]<|において,1｡jj捕原性I,"､$イン

フルエンザが発生しました。新聞報道あるいはインター

ネット情報によると，江原道，済州島を除く韓匡|全土に

水疾病が拡散してしまったようです。

ソウル南東80kmの韓国中部の忠渭北道陰城郡のブ

ロイラー農賜，高病陳性昌インフルエンザが最初にまず

発生しました。12月5～llFIにかけて飼育されていた

24,000羽の鶏のうち19,000羽死亡しました。分離された

ウイルスはH5NIインフルエンザウイルスです。『|蠅回で

はこのような,爵病原'|ﾉﾋ烏インフルエンザの発生は初めて

であり，同I'il政府も直ちに防疫対策を講じました。!Wi型

II5Nlは,1997年にホンコンで発生し，それ以降もホン

コン他中圧l各地で発生し続けているウイルスと同じ1m型

であることが注日されます。

政府は当初，本病発唯農場を中心として半径3km以

内の鶏及びアヒルの殺処分,10km以内を移動禁止とし

ました。しかし,3km以上遠くで飼育されている股場で

も本病の発生が認められましたので,10km以内の家禽

の殺処分にUjり替えました。このような惜置にもかかわ

らず，鶏及びアヒルでの発生は，またたく間に大きく拡

がってしまい，忠清北道の清州，忠渭南道の点安，全羅

南道の羅州，慶尚道の慶州，蔚lll'|jにも及んでしまい，

ほぼ緯国全土に蔓延してしまいました。ごく短い時間

で,2,000,000；し1以上にも及ぶ家禽類，主として熱及びア

ヒルの殺処分が必要になったため，韓陛|政府は軍隊を動

員してこれらの処分に当たっています。処分の方法は，

炭雌ガス，川1却のようです。なお，ウズラにも本摘の充

11か出ています。病'1|鑑定及びﾘI埼原体のウイルスの性状

41巻J2号(2004)

の検査は，安養にある国立家畜衛生研究所で行われてい

ます。現在のところ，病鶏から分離されたウイルスの解

析が同研'光Iﾘrでなされています。一方，人のH5Nlウイ

ルス抗体保有状況の稠査もごく一部ではあるが始まって

いますo12月24I1現在，抗体陽性者は見つかっていま

せん。しかし，年のため,IK位保健院は感染する危険性

のある人達に抗ウイルス製斉'|の服用とワクチン接種を励

行しています。

どの様な経路で何時頃韓睡|にこのウイルスが侵入した

のか，情報は何もありません。また，高病原性烏インフ

ルエンザウイルスは弱毒のウイルスと腿なり，仏冊力の

強いことはすでに分かっていますが，今回の場合，初発

生後僅か2週間位で殆ど全土にまで広範囲に拡がってし

まったと#|Mぜられています。このウイルスの性質を考え

ると，本当にこのように短時間で遠くまで拡散できるの

か，疑|川が残ります。もしかしたら，2～3H前に気がつ

かなかったような発病がすでにあったという可能'し|ﾐはな

いのでしょうか？それとも，アメリカ，メキシコ，イ

タリアのように，刺澁のH5NIウイルスの侵入が以前に

あり，気がつかないうちに鶏の間に伝儒し，その間にこ

のウイルスが病原性を獲得した可能'性はないのでしょう

か？1996年に韓|'51で発生したH9N2ウイルス感染の

余波は残ってはいないのでしょうか？韓匡lで飼育され

ている剛"Iのインフルエンザウイルス抗体保有状況はど

うなのでしょうか？韓匡|に飛来する数多くの波り烏を

始めとする野鳥のウイルス保有状況はいかがでしょう

か？近い将来，これらの数多い皿l味深い疑問点の解明

されることが期待されます。

12月20円過ぎには，忠清北道|陰城郡，全羅南道,蔚II」

'liの養鶏場でNDも発生しています。H5Nlウイルス感

染との関連性は不|ﾘ1ですが．元米韓圧lはNDの常在国で

あることを考慮しても，高"jIH(性烏インフルエンザ大発

生の後に!jlき続きニューカッスル病の発/ご脂したイタリア

の例もあるため，&u味が持たれます。

6．国内での発生

1925ｲ下千葉県での発生を最後に80年間高病腺性烏イ

ンフルエンザの発生のなかった国内に，中国および韓国

の場合と'11じ高病原性のH5Nlウイルスが侵入しまし

た。2月1日現在,ll1口県の採卵鶏を飼育している農場

一か所でした。しかし，その後ﾉ<分県，京都府でも発生

しました。山口県など発生県の養鶏関連産業全体が被っ

ている様々な被害は予想以上に大きいのが実状です。こ

れまでの私たちおよび農水宵家畜衛ﾉ|品試験場（]兇動物衛

生研究所）の調査から．国内の鶏群に階んでいた弱毒の

I-I5N1ウイルスが強毒化して顕在化したとは考えにく

く，外来||21;であると考えるのが妥当でしょう。しかし，
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いかなる感染経路をとったのかについては，数通りの''I

能性がありますが||下のところ。たとえば，「剛LIと|11x

を往来する何等かの野鳥が，たまたま韓|玉|の養鶏場から

ウイルスの汚染を受け，対馬畑|晩を渡り,llil内の養鶏場

に入り込み，鶏に感染させた''I能|ﾉ|;,韓llill%}j祁のウイル

ス感染腱場から塵挨が群い上がり，北西風にのって圧11ﾉ1

までウイルスが逆ばれた可能性，人あるいは車などの物

件がウイルスを蚕ill｝場に持ち込んだに'l能|化あるい'まウ

イルスを保有する渡り鳥が養鶏場を汚染した可能性など

が考えられます。いずれにしても，国内で分離されたウ

イルスは，！-|]|玉|で1997年,2003ｲ下人から分離されたウ

イルスとは差違があることが判|ﾘlしています。したがっ

て，ヴェトナムなどの感染烏頬あるいは出者から分離さ

れたウイルスとは災なるようです。しかし，稗国で鶴か

ら分離されたウイルスと密接な|M1浬性を|､↑つことは12111ﾘI

しています。いずれにしても，｜記の可能'|ﾉkすべてにつ

いての対応策を早急にとることが必要であることはいう

までもありません。

他所の養鶏場へのこのウイルスの侵入だけは阻止せね

ばならないのです。そのためにも，養鶏産龍現場におい

てとりうる対応策として，つきなみですが，養鶏場で側

<人々に高い衛生概念を持たせること，飼育鶏群の厳'It

な管理衛生を実施すること，口I能な限り，養鶏場に外部

の人|川，物件を入れないことなどが最もIn【災な事唄で

しょう。もし，外部の人間，物件をどうしても貴鶏場に

入れなければならない場合には，倣底的なji'j毒が必愛で

す。その他，養鶏場に渡り鳥を念む野鳥を近づけない［

夫をすること，特にオープン鴎舎や戸外で放飼している

鶏群の場合非常に亜嬰となります。ウインドレス鶏舎の

場合でも，近隣にこのような養溺場がある吻合，十分注

意を払う必要があります。養剛場内のねずみ退治も亜'災

課題です。

毎日，鶏の状態をji意深く脈ll観察し，もし，可能で

あれば、飼育鶏のインフルエンザウイルス仇休保有状ﾙﾋ

を定期的に渦くることは有効です。なにがしかの異i'il.を

認めた場合には，ロリ川に家畜保健衛生所などに相談する

ことが#n喪です。もし，不幸にして本病が発生してし

まっても，拡散させないことが｛川Iよりも|Ⅱ要です。その

ためには，早期発見，早期処Ki:iが必要不TII火です。

ワクチンは（アメリ力のように）本病の‘'逆延を，摘允

淘汰を主体とする皿'!ili.の手段ではどうしても|珊止できな

い段階に至った時に，はじめて緊急避難的に使用される

べきでしょう。!|'進|lilおよび発1災途上|玉|では烏インフル

エンザワクチンは仙川されていますが，欧米先進渚'11で

は，よほどの事情がﾉ|ﾐじない限り，すなわち，摘発淘汰

のみでは防ぎきれなくなってしまった時だけ使用されて
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います。R本養珊雌業は発展途上国のそれでしょうか？

アジアでは,'IIIKI本土からの密輸した恥に起因する台

湾の光ﾉ|乏事例‘ヴエトナム，タイにおける本病の人を含

む大発生がありますが，情報が限られていますのでここ

では1ﾙ『l11ifします。

7．ヨーロッパの概況，特にオランダにおける本病の

発生

｜|水|}《||ﾉ1での禿/|｛は．大分I,4，京部府の事例で止まる

ことが切望されています。しかし，昨年，オランダにお

いて大きな本病の発生がありました。｜ﾛ1国政府がどの様

に対応したのか，紹介するi'lli値があると思われますの

で，岐後に記載します。

2003年2月，ドイツの|玉|境に近いオランダ､のケルダー

ラント州のレイヤー農場でi伽"烏インフルエンザを疑う

疾病の流行がありました。オランダ政府は3月1日に，

発堆農場周囲半任6マイル（約10km)以内の鶏卵，鶏

肉，側物用飼料等の移動禁|上と共に，関迎製品の輸出も

禁止しました。洲尚の桔果，3ノ12LIには13農場での本

病発ﾉ|か認められました。摘発淘汰も3Ⅱ3日には開始

されました。本jI)jの流行は迅j血に拡大し，発生養鶏場も

増えました。したがって，’'2係6マイルの移動制限を没

ける地域も増えました。3ノ」8日に，オランダ農業隙境

漁業宵は，強毒烏インフルエンザの発生を聴視する全|玉｜

規模のサーベイランスの開始を"&定しました。七mi.[$,

アヒル，鶏など各種家禽類を飼育しており，しかも屋外

にこれら家禽類の為の運動場を持つ農場で生産された，

すべての肉製品のウイルス検査の実施が決定されまし

た。

病鵡から分離されたウイルスの亜型はH7N7とllil定

されました，オランダの野生のカモから,1999年あるい

は20()0年に分離されたウイルスと高い近縁性を示しま

したので，異論もありましたが，野生のカモ類から鶏群

に感染したと推定されています。当初，低病原性でした

が，剛に感染を統けているlI1に,旬病原性を椎得したので

はないかと考えられています。すなわち，アメリカ，メ

キシコ，イタリアなどでの強〃烏インフルエンザ発'kと

同じ｣j像が起きたのです。オランダの高II)j原性烏インフ

ルエンザウイルス樅患鶏の経過は甚急性で致死率がIWjい

ことが分っています。主な病変は頭部や飢部の腫脹肉

冠，肉恥，脚部のチアノーゼによる変色が特徴です。桝

伏期は股長lOIIと衿えられました。一方，弱虚のH7N7

ウイルス感染lyllも兇つかっています。この場合は産卵率

の低下.が主症状です。

3Ⅱ8日に，オランダ政lｲ､Iは被害を受けた農場に対し

て，総額5,000,000ユーロの補償金支払いを決めました。

3月18口に，全|KIi淵査の途'1'経過が発表されました｡こ
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のllli点ですでに570,000羽の鶏を中心とする家禽噸が淘

汰されていたことが判|ﾘ]しています。本ウイルスの感染

地域は限定されてきましたが，摘発淘汰を繰り返してい

るにもかかわらず3ノl末になっても発生は増加し続けま

した。EUは3H1311にオランダの家禽に関する全ての

物件の輪''1を禁止しました。豚かインフルエンザウイル

スに高い感受性を有すことから,4H_l三句，豚のH7N7

ウイルスに対する抗体保有調査が始まりました。検査対

象は，高炳li(性烏インフルエンザが発生して淘汰を受け

た鷆群と同じ農場で飼育されている豚群ですcその結

M4,13施設のうち5施投で飼育されている豚群が抗体|場

性でした。すなわち，鶏から豚へ高病原性のH7N7ウイ

ルスは感染していたことが強く示唆されました。しか

し，豚からはH7N7ウイルスは分離されていません。し

たがって，豚の体内で本ウイルスは長期間感染をし続け

ている口I能'||皇の低いことも推測されました。

また，オランダ政府は，本病消逼のために軍のMﾙﾉ〕を

要請し，発生農場近隣の農場でのワクチン接種について

の検討を|州始しました（一部では不活化ワクチンが接種

されたようですが，ワクチン接種の是非についての論議

が起きました。なぜならば,/f活化ワクチン接種によっ

てもウイルスの根絶はｲ《可能ですから，接種しても危険

'|ﾉ|皇は残るのです)。野鳥も本ウイルスに感染して死亡し

ている例も,沼められ，鋭意野鳥での感染の凋査もｲ]:われ

ています。

以上のように，政II'､｣:の榿極的な取組が効を奏し,5月

に入り新しい発箙も認められなくなりましたので，移動

制限を緩fUできるようになりました｡5)19日現在，鶏

を中心にした家禽蛆は，合計26,000,000羽以上が淘汰さ

れたことが､ll11月しています。幸い，発生件数は徐々に減

少して，7Ⅱ末には本病は認められなくなりました。オ

ランダで飼育されていた家禽，合計98,000,000)Mのう

ち，半数近くの40,000,000羽以|か淘汰されたという数

41 =J2号(2004)

||；[も出されています（インターベット，田中雅之|專士)｡

オランダ政府は水病発生当初から，原因ウイルスがH

7N7亜型であることに関心を示していました。なぜなら

(jt.,1980ｲドに米匡lで本ウイルスに感染して死亡したアザ

ラシの解体作業に桃わった人達が，このウイルスに感染

して,fi'ill奥炎を‘｝|き！起こした1_I:例があったからです。実

際に,31113日に，養鶏場従業員に5名の本ウイルスに

よる結膜炎患者がでています。さらに，発病した養鶏場

従業員の家族に同じウイルス性結膜炎忠者が1名出まし

た。すなわち，烏インフルエンザウイルスによる人から

人に感染した（口I能1'2の高い）初めての症"l1となったの

です。そこで，養鶏場従業員には抗ウイルス背l1(抗ノイ

ラミニダーゼ阻害薬）の服川が義務づけられました。結

膜炎の11i;状は軽く，自燃i台嘘するケースがほとんどで

あったようです。水病の発生の認められた養鶏場等の従

業員1,10()'-|］80名近くが,1i'ill貨炎のｿI1皇状を呈し，ウイル

スが分離されていたことも､ト||IIJIしています。

ところが，4ﾉ117H,烏インフルエンザの発生した養

鵡場で作業をした獣医Wllil括が重症の呼吸器症状を呈し

て，肺炎により死亡する事件が発生しました。当該獣医

師の呼吸器の検査の結果,H7N7ウイルスに感染してい

ることが､ll明しています。この事例を受けて，オランダ

政府は関係者全員に，抗ウイルス薬服用の徹底化と作業

巾には必ずゴーグルとマスクを着用すること,1,,l}宅前の

徹底的な手洗いを勧告しました。

3月にはベルギーに本病が侵入して，2,800,000羽余り

の鶏を'-|1心とする家禽類が淘汰されました。また,5月

にはドイツにも侵入があり,4,000羽が淘汰されていま

す。

6月に入り，このH7N7ウイルスによる高病原性烏イ

ンフルエンザの希に見る大流行も一段落したように見え

ました。しかし，夏には北欧でも烏インフルエンザが発

生しています。
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